











































































































































































Coupled thermo-hydro-mechanical analysis with dissociation and formation of methane 



























































































 安全性の過剰な確保 → 適正化
 使用可能な鋼材の拡大（現状
70MPaスタンドではSUS316Lのみ）
水素スタンドの低コスト化（海外製品が使用可、等）
ま と め
エネルギー資源の持続的有効利用に関連して、産総研で実施
しているエネルギー研究開発を中心に述べた。
①化石エネルギー資源からのクリーン省エネルギー・チェーン
化石エネルギーの徹底利用について、上流（非在来型資源）から下流（未
利用排熱）までに渡り、クリーン化、省エネルギー化の視点からとらえた研
究開発を紹介した。
②メタンハイドレート開発
国産エネルギーとして有望なメタンハイドレートの研究開発手法および採
掘の現状について示した。
③再生可能エネルギーから水素へ
系統電力網と再生可能エネルギーとの協調における課題、エネルギーセ
キュリティ上の水素の重要性、産総研水素関連技術と福島再生可能エネル
ギー研究所について概説した。
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ご清聴ありがとうございました
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